
粟田口鍛冶町（三条通神宮道東入）
●高さ5.0ｍ●幹周0.71ｍ
◆つばき科／常緑高木

江戸時代に「明月」と命名された白花のツバ
キで，樹齢は２５０年といわれています。
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林下町（知恩院黒門付近）
●高さ20.9ｍ●幹周3.43ｍ

◆にれ科／落葉高木

知恩院黒門付近には直径１ｍを超えるエノキ
が林立し，東山山麓の景観をつくっています。
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林下町（華頂通神宮道）
●高さ26.9ｍ●幹周4.08ｍ

◆にれ科／落葉高木

古くから寺社境内地であったため，大木が残
されたようです。
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粟田口三条坊城町
（神宮道三条下ル）
●高さ26.1ｍ
●幹周 5.94ｍ

◆くすのき科／常緑高木

青蓮院
し ょ う れ ん い ん

クスノキ
京都市登録天然記念物
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門跡寺院である青蓮院の正面に４本の大木が並び立っています。樹高は２０ｍを超え，幹周りは
６ｍほどあり，成育も良好で優れた樹形をしています。青蓮院が当地に移転した１３世紀以降に
植えられたようです。

ツバキ
つばき科

山地に自生しているツバキもありま
すが，多くは庭木として栽培されて
います。一重や八重，白色から深紅
まで，多くの園芸品種があり，その
数は５００種類にも及びます。葉は濃
い緑色で光沢があり，ふちには鋸の
歯のような小さなぎざぎざがありま
す。（写真は粟田神社のツバキ）


